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令和６年度 学校経営報告書（自己評価） 

 

学校番号 14 学 校 名 静岡県立浜名特別支援学校 校 長 名 村松 尚美 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載）  

取組 

目標 
成果目標 達成状況 

評 

価 
成果◎と課題▲ 

 
 
 
 
 
 
 
 

【
笑
顔
】
環
境
づ
く
り 

安
全
で
安
心
な
学
校
生
活 

・避難生活を見据えた

備蓄消耗品の定期的

な点検と計画的な購

入、避難生活想定研

修が実施されてい

る。 

・様々な発災時に必要

な避難行動を、訓練

時に自ら行うことが

できている。 

・避難生活に見通しを

もてる体験活動を複

数組み合わせ実施し

ている。 

 

＜防災課＞ 

・計画的に避難生活想定研修を

実施することができた。 

・マニュアルの確認を全教員で

行った。分掌課員を中心に備

蓄消耗品の点検を行った。 

・避難訓練をとおして、事前事

後指導を行うことで児童生

徒が適切な避難行動を行う

ことができたと答えた教員

99％ 

・危機管理マニュアルや捜索訓

練、緊急時対応訓練などを通

して緊急時に自分がとるべ

き行動を理解することがで

きたと答えた教員 99％ 

Ａ 

▲常にマニュアルを見直し、

来年度は災害時の初動につ

いて分かりやすくしてい

く。 

◎昼休み、下校時など様々な

発災時の訓練を実施するこ

とができ、その都度事前事

後指導を行うことができ

た。 

◎段ボールベット、マンホー

ルトイレの組み立て等、学

部の実態に応じた体験活動

を実施することができた。 

・児童生徒がけがや病

気から身を守る行動

がとれている。 

・常に事故や危険防止

の視点をもって環境

を整えている教員

100％ 

・緊急時に自分がとる

べき行動を理解して

いる教員 90％ 

・児童生徒が食に関す

る知識や関心を見に

付けることができて

いる。 

＜体育保健課＞ 

・けがや病気から身を守る行動

がとれたり、けがや病気の対

処法が分かったりする児童

生徒 99％ 

＜生徒指導課＞ 

・緊急時に自分がとるべき行動

を理解している教員 100％ 

＜体育保健課＞ 

・給食が美味しいや楽しいなど

と答えた児童生徒 100％ 

 

Ｂ 

◎保健の授業だけでなく、日常

生活の中で声掛けが必要な

ときはあるが手洗いなど身

に付いてきた。 

▲学年、学部全体で保健の授業

内容を把握し、全員で指導し

ていく必要がある。保健の年

間指導計画を活用して授業

実践したことを共有し日常

生活から指導していく。 

◎おすすめ献立や季節の献立、

栄養教諭との授業など、食に

関する指導の内容を考える

ことで、授業で学んだことを

給食時に生かせることがで

きた。 

▲今後は、食事のマナーや楽し

く食べる工夫に取り組みたい。 
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・事務部との情報共有に

より校内で早期に対

応する環境整備がで

きている。 

＜事務部＞ 

・情報共有や連携により、早期

に対応し、環境整備ができ

た。 

＜総務課＞ 

・職員作業や安全点検により施

設整備の環境整備に取り組

んだ教員 100％ 

Ａ 

◎対応を後回しにすることな

く、事務室内や管理職と情報

共有することで早期対応が

できた。 

◎安全点検や週末清掃は、総務

課担当が呼び掛けを行うこ

とで、全職員が取り組むこと

ができた。 

・児童生徒が、自分や周

囲の人や物、場所の良

さを知り大切にして

いる。 

 

 

 

 

・道徳教育全体計画に基

づき道徳教育の充実

が図れたと答える教

員 100％ 

 

＜学部＞ 

・学校を取り巻く環境を改めて

知り、命の大切さや物の大切

さを知ることができた。 

 

 

 

 

＜生徒指導課＞ 

・道徳教育全体計画に基づき道

徳教育の充実が図れたと答

えた教員 91％ 

 

Ｂ 

◎昆虫を捕まえ大事に育てた。

（小）地域の方と海岸清掃を

行った。（中）桜チップを地

域の店に納品した。（高）児

童生徒昇降口に掲示してあ

る学校を取り巻く環境マッ

プを全校生徒で取り組んだ

りした。（全校） 

▲道徳教育全体計画は、年度始

めに確認したが、内容を意識

し取り扱うことができなか

った。年度始めに人権担当か

ら説明する時間を設けたい。 

専
門
性
の
向
上 

・主体的に授業づくりに

取り組み、授業改善を

行うことができた教

員 100％ 

・積極的に一授業研等を

参観し、アドバイスを

行うことができた教

員（中堅研を終えた教

員 所属学部 他学

部 各一回以上）80％ 

＜研修課＞ 

・主体的に授業の見直しに取り

組み、指導力が向上したと答

えた教員 100％ 

・一人一授業研や校内授業研、

普段の授業を参観し、授業者

が指導してほしい視点につ

いてアドバイスを行うこと

ができた。（所属学部、他学

部 各１回以上）77％ 

Ｂ 

◎他の人の意見を聞くことは

有意義である。次の授業や単

元に生かすことができた。 

 

▲授業を抜けて参観すること

の難しさがあった。中堅以上

の立場として、積極的なアド

バイスができなかった。参観

の仕方について検討する。 

・防災、自立活動、進路、

摂食等の外部専門家

等による研修を実際

の指導場面等に生か

すことができたと答

える教員 100％ 

・防災、自立活動、進路、摂食

等の外部専門家等による研

修を実際の指導場面等に生

かすことができたと答える

教員 100％ 

Ａ 

◎姿勢の保持や給食指導など、

外部からいただいた専門的

なアドバイスは、すぐに取り

入れた。また福祉制度は変化

していくので、年に一度話を

聞けるとよい。 
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働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り 

・自分らしさを発揮で

きたと答える職員

75％ 

・日々の会話の中で相

手を気遣う言葉を伝

えることができた職

員 100％ 

・気遣いの言葉を複数

回受けた職員 100％ 

・業務改善や教員のや

りがい向上につなが

る取り組みを行うこ

とができた。学年、

分掌、各１ずつ 

・常時 19時、定時退勤

日 17 時 30 分施錠と

残留希望申し出（上

限１時間）の徹底が

されている。90％ 

＜全体＞ 

・自分の強みや経験などを生か

し、自分らしさを発揮しなが

ら仕事ができたと答える教

員 96％ 

・日々の会話の中で相手を気遣

う言葉を伝えることができ

たと答える教員 100％ 

・気遣いの言葉を複数回受けた

と答える教員 98％ 

・業務改善や教員のやりがい向

上につながる取り組みを行

うことができた。学年、分掌、

各１ずつ 

・常時 19時、定時退勤日 17時 

30 分施錠と残留希望申し出

（上限１時間）の徹底がされて  

いると答える教員 90％ 

 

Ａ 

◎自分の与えられた業務や役

割を意識し仕事をすること

ができた。 

◎お互い思いやりをもちなが

ら、分掌業務など協力して取

り組むことができた。 

◎やりがい向上委員会を年２

回開催した。特に働きやすい

雰囲気づくりについて話題

とした。 

◎やりがい向上委員会に参加

した教員が、自ら挨拶をする

など、雰囲気づくりに努める

ことができた。 

◎年度始めや行事の際は、数人

退勤時間が上限を超えてし

まった職員もいるが、概ね達

成できた。 

【
仲
間
】
活
動
づ
く
り 

仲
間
と
の
学
び
の
中
で
、
主
体
性
を
発
揮
で
き
る
活
動
づ
く
り 

・児童生徒個々の自立

活動や個別の目標

が、複数の教員の視

点からたてられてい

る。 

・個別の指導計画が授

業の計画・反省時に

活用され、児童生徒

の育ちにつながって

いる。 

・授業づくりの評価に

基づき、教科横断的

な視点で年間指導計

画や教育課程の見直

しができている。 

 

＜学習指導課＞ 

・複数の視点で児童生徒を捉

え、情報を共有し、検討を行

うことにより、的確な実態把

握と目標設定を行うことが

できたと答える教員 100％ 

＜教務課＞ 

・個別の指導計画をもとに行わ

れた、今年度の学習活動か

ら、子どもの育ちを感じるこ

とができたと答える教員

96％ 

＜学習指導課＞ 

・年間指導計画について意見を

出し合い、各教科等のつなが

りを考えたり、ねらいを具体

化したりすることができた

と答える教員 97％ 

Ａ 

◎学習会、事例検討などを実施

することで、意識的に複数の

視点で実態把握、目標設定を

行うことができた。 

◎個別の指導計画を面談の際

保護者に提示し共有するこ

とで、家庭でも同じように取

り組み、子どもたちの成長に

役立てることができた。 

◎児童生徒の学習の評価から、 

年計について意見を出し合 

う場や方法を設定すること 

で計画の見直しや、改善につ

なげることはできた。 

▲各教科等の関連性や、学びの

継続、単元のつながりなどを

意識した年計の内容を検討

していく。 

 ・見取りによる授業改

善と適切な学習評価

ができたと答える教

員 90％ 

・すべての児童生徒の

主体的な姿をすべて

の授業で見ることが

できた。90％ 

＜研修課＞ 

・児童生徒が自らの学習の成果

を実感できるように、学びの

過程や学習状況を見取り、見

取りを行う教員同士で考え

を聞き合う授業づくりがで

きたと答える教員 100％ 

Ａ 

◎見取りの共有から気付かな

かった姿を知ることができ

たり、活発な話し合いができ

たりした。 

▲見取りの共有から授業改善

の意見を出し合う場を増や

したい。 
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・体験的活動をとおし、

児童生徒がワクワク

（期待感と意欲）し

ている姿が増えた

り、仲間との関係が

深まったりしてい

る。 

＜学部＞ 

・体験的な活動が児童の興味 

 や人との関わりを広げるこ

とにつながったと答えた教

員 100％ 

            

Ａ 

◎体験的な活動を意図的に取

り入れることで、児童生徒の

興味関心が深まり、友達同士

のやりとりが増えた。 

 

・キャリア教育のおさ

えを意識し、キャリ

ア発達に応じた授業

を 実 践 し た 教 員

100％ 

・児童生徒が今の生活

や将来の姿を前向き

にとらえることがで

きている。 

＜進路指導課＞ 

・キャリア教育の押さえを意識

し、キャリア教育に応じた授

業実践ができたと答える教

員 100％ Ａ 

◎年間を通して授業等で自己

分析、自己理解を深める授業

づくりをしたことで進路選

択につなげることができた。 

 

・教師が情報機器を使

用し、児童生徒の主

体性を引き出した学

習活動ができてい

る。 

＜学習指導課＞ 

・教師が効果的にＩＣＴ機器を

活用した授業を実施し、児童

生徒が主体的に学習するこ

とができたと答える教員

100％ 

Ａ 

◎調べ学習でＩＣＴを積極的

に活用することができた。研

修会を行うことで教員のＩ

ＣＴ機器に関する理解を深

めることができた。 

▲今後も授業に積極的にＩＣ

Ｔ機器を活用するようにし

ていく。 

豊
か
な
日
常
生
活
を
育
む
活
動
づ
く
り 

・生活年齢や発達段階に

合わせた余暇につな

がる活動に、児童生徒

が興味をもって自ら

取り組んでいる。 

・家庭でも取り入れても

らえるよう呼びかけ

を行っている。 

＜学部＞ 

・学習成果の家庭との共有、家

庭と連携した指導実践がで

きたと答えた教員 100％ 

Ａ 

◎学級活動や LHRなどで取り組

んだ内容について、便りで知

らせるなどして家庭への呼

び掛けを行うことができた。

家庭では、公共交通機関を利

用して出掛けたり、手伝いを

行ったり取り組みが聞かれ

た。 

 

・集会やペア学年との活

動をとおし、他学部や

他学年の児童生徒と

あいさつを交わし合

うことができるよう

になっている。 

・体育的行事や学習発表

会の中でお互いの活

動を知り応援するこ

とができている。 

＜生徒指導課＞ 

・生徒会を主体としたあいさつ

運動の計画・実施（年３会） 

＜総務課＞ 

・ベア学年での校内清掃を実施

した。 

＜体育保健課＞ 

・体育的行事の中でお互いの活

動を知り応援することがで

きたと答える教員 100％ 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

◎毎学期始めに行うことで、学

校を明るい雰囲気にするこ

とができた。 

◎ピカピカ大作戦として、異学

年同士がペアを組み校内の

清掃を実施した。 

◎運動会、体育大会は学部開催

であったため、総練習、当日

など他学部の児童生徒が積

極的に応援に行き、頑張って

いる姿を参観することがで

きた。 

【
仲
間
】
活
動
づ
く
り 
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【
地 

域
】
関
係
づ
く
り 

地
域
を
知
り
、
地
域
を
考
え
、
地
域
と
つ
な
が
る
活
動
の
推
進 

・各学部の環境教育の

目標に沿った学習

と、学部学年が上が

るごとに発展性があ

る取り組みが計画さ

れている。 

・地域とつながり、連

携した環境学習が展

開できている。 

＜総務＞ 

・環境教育に関する授業実践や

話し合いができたと答えた

教員 100％ 

＜学部＞ 

・学年の実態に応じて、環境教

育を実践した。 

・校区内の公園に出掛けたり、

海岸清掃をしたり、作業学習

で育てた野菜をかきこやで

調理し販売したりした。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

◎学期１回グループワークを

行い、環境教育について理解

を深めることができた。授業

で使用する教材を用意する

こともできた。 

▲年間計画に位置付けていく。 

・地域住民との交流が

生まれ、地域資源を

活用した学習活動が

できている。 

＜学部＞ 

・各学部の実態に応じて、地域

に出ていく学習を計画的に

取り組むことができた。 

Ａ 

◎消防署やごみ処理場に出掛

け、公共施設の仕組みについ

て教えてもらった。（小・中） 

 作業製品の販売や、店舗の窓

清掃に取り組んだ（高） 

・支援が必要なケースを

正しく把握し、各機関

等とつながりながら

児童生徒や保護者の

願いに寄り添う支援

をしている。 

・家庭や地域へ分かりや

すくタイムリーな情

報発信ができている。 

・校内作品展や校外作品

展、ホームページ上の

作品展等を計画的に

開催し、来場者の意見

を集約及び校内で共

有できている。 

＜特別支援課＞ 

・支援区分表を活用して、学

部・学年間で支援の共有をす

ることや、必要に応じて関係

機関とつながりをもち支援

できていると答える教員

98％ 

＜学習指導課＞ 

・ホームページやコクーを使い

分けながら情報を発信する。 

 

＜総務課＞ 

・作品展の作品募集や搬入・搬

出を計画的に行う。 

Ａ 

◎支援区分表は、手順を分かり 

やすく提示し依頼をしたと

ころで必要な時期に学年、学

部での検討や情報共有がで

きた。 

◎ホームページやコクーを使

い分けながら情報を発信し

た。 

▲より多様な発信を考えてい

く。 

◎多くの児童生徒の作品が出

展できるよう計画的に作品

展に出展した。 

・児童生徒が互いを知

り合い、その中で自

らを表現できる活動

内容になっている。 

＜特別支援課＞ 

・児童生徒自が互いを知り合い 

その中で自らを表現できる活

動を設定できたと答える教

員 100％ 

Ａ 

◎事前の打合せを丁寧に行う

ことで、直接交流で互いを知

り合い、活動をすることがで

きた。 

▲今後も事前の打合せを行っ

ていく。 

・地域の幼保園や小中高

からの依頼に対して

必要なサポートをす

ることができている。 

＜特別支援課＞ 

・地域の幼保園や小中高からの

依頼に対して必要なサポー

トをすることができている

と答える。 

Ａ 

◎研修会や高等学校への訪問

等でコーディネーター同士

のつながりができてきてい

る。 

 

 


